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要 約

炭酸ガス施用条件下での促成ナス栽培において，温度の日変化および日平均温度が生育，収量・品質に及ぼす影響に

ついて検討した．

1． 日の出前より徐々に温度を上げ，午前より午後の温度を高め，日没とともに気温を急速に低下させるオランダを参

考とした温度管理を行った場合，慣行の温度管理を行った場合と比べて，生育，開花数や収穫果数に大きな差はな

かったが，可販果数がやや増加し，可販果収量の増加および上品率の向上が認められた．

2． 日平均温度20℃を目標に管理した場合，17℃を目標に管理した場合と比べて,栽培期間を通じて草勢が弱く推移し

た．また，開花＋着果数の変動が小さく，開花から収穫までの日数が短くなり，開花数，収穫果数および可販果数

がやや増加し，可販果収量の増加および上品率の向上が認められた．
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